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YAMAGucHI，Sh6ichi，INuzuKAンNorihisa，MATsul，Mas＆ru，AKIYAMA，Masahiko，KAMBE，Nobu－

　　kazu，IsHIDAラMasao，NEMoTo，T3kabumi　and　TANITsu，Ry6tar6（1981）On　the
　　excavation　and　restoration　of　Z》6吻o吻伽from　Utanobori，Eokkaido．B％」乙060ム、S％7∂。

　　」ψαn，voL32（10），P。527－54r3。

A恥s詫職硫31n　September1977，＆nearly　complete　skeleton　ofD65脚吻伽5was　fbund　by　Sh6ichi

YAMAGucHIラone　ofthe　authors，in　the　Miocene　Tachikaraushin乱i　Fomation　ofKamitokushi．

betsu，Utanobori－cho，Esashi－gun，northem　Eokkaido。The　fbrmation　yields　abundant　fbssils

belonging　to　the　Atsunai－Togeshita　fゑuna．

　　The　skeleton（Utanobori　specimen1），together　with　many　other　bones　and　teeth　of

．五）θ遡o吻傭，was　dug　out　by　the　authors　and　their　cooperators　in　September，1977and　July，1978。

These　fbssils釦mish　paleontological　and　paleoecological　infbrmation　ofD6鋤05夢」μ5．

　　TheUtanoborispecimen　l　ispreserved　at　the　Geological　Survey　ofJapan，and　its　restored

modelisputondisp1＆yattheGeologicalMuseumoftheSurvey。

ま　え　が　き

謎の哺乳動物化石といわれるD65窺o吻傭は，これまで

中国地方からサハリンにかけ，各地の海成新第三系から

産出している（亀井・岡崎，1975）．これらの化石は，一

般にその特徴的な臼歯が，転石として見出されている場

合が多い．著名なものとしては，1935年樺太（現在のサ
　　　　しすか　　　　　　　けとん
ハリン）の敷香郡敷香町気屯から長尾　巧博士らによっ

て発掘された，ほぼ一頭分に近い骨格化石がある（長尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　えさし　　うた・大石，19341長尾，19351NAGAo，1937）。枝幸郡歌
のぽり　かみとくしべつ

登町上徳志別地域では，国鉄美幸線第二徳志別燧道工事

の折に，複数の個体から離脱したと思われる臼歯化石が

発見されており，この地域は産出層準が明らかな，数少

なV￥産地の1つとされていた（秋山・熊野，19731木村

ほか，1978）。

　1977年9，月，著者の1人山口は，20万分の1地質図幅

r枝幸」編さんのため現地調査中，上徳志別付近の新第

三系砂岩中に破損した・065窺o吻1雛の臼歯と頭蓋の一部

を発見した（山口，1978）．発見地点は，前述の燧道の北

方約300mのところで，これまで知られていた化石産地

と位置的にも近く，両者はともに中新世のタチカラウシ

ナイ層分布地にあって，含化石層はほぽ同一層準であ

る．このように限られた地域から複数の・D65窺o吻如を

＊北海道支所

†地質部

＊＊東京大学医学部　　＊＊＊北海道大学理学部

産することは非常にまれであり，その古生態，生息環境

及び地質年代などを解明するうえで，この地域は極めて

条件に恵まれているといえよう．

　発見された化石は，河川の増水によって容易に冠水

し，破損するおそれがあり，早急に発掘する必要があっ

た．

　1977年当時地質調査所では，筑波研究学園都市への移

転を契機に地質標本館を新設することが決まり，既存の

jD6欄05砂伽標本の展示が予定されていた．そこで歌登

町で発見された化石を発掘し，展示標本とする計画がた

てられた。この計画にもとづく発掘調査研究は，学術的

に極めて高い価値をもつとともに，地質標本館に展示し

て，広く一般に公開する意義も大きいものと考えられ

た．

　発掘調査は，地質調査所内外の研究者が共同して実施

し，1977年9月に第1次発掘が，1978年7月に第2次発

掘が行われた．その結果，ほぼ完全に近い1頭分の骨格

化石と，別個体の骨化石数点を発掘することができた．

その後，ひき続いて整形・復元作業が進められ，一部を

除いて一応の復元が終りレプリカが作成され，地質標本

館に展示される運びとなった．

　古生物学的研究は現在も続行中である・1）6伽傭卿5の

古生態や生息環境については今後の研究にまたなければ

ならない．しかし，未完成ながら復元骨格レプリカの地

質標本館展示を終えたのを機会に，化石発見の経緯，化
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石産地付近の地質，発掘調査の経過と成果，化石の概要

及び整形から復元までの経過などについて報告する．

　井尻正二博士ならびに北海道大学名誉教授湊　正雄博

士からは，発掘調査から復元，さらには1）6鋤o吻妨研

究の全般にわたって終始ご指導とご教示を受けた．ま

た，北海道大学理学部地質学鉱物学教室ならびに同大学

教養学部地学教室からは，この発掘調査に対し，格段の

ご配慮をいただいた．現地では，歌登町の合田町長，小

栗　宏・横沢　慧両技師をはじめとする役場職員，同教

育委員会，稚内土木現業所，上徳志別砂利工業株式会社

ならびに町民各位からは全面的なご理解とご協力をいた

だいた．標本の写真撮影の一部は，北海道大学理学部の

熊野純男氏ならびに箕浦名知男氏の手を煩わした。ここ

に以上の方々に対し心からお礼申し上げる．

　後述のように，この発掘調査には多くの研究者・教師

ならびに学生などが参加協力されたが，これらの方々及

びこの計画の意義をご理解くださり，上記の方々の参加

を心よく許可された関係機関各位に対しても心から謝意

をあらわす次第である．また，この発掘調査に当って

は，地質調査所北海道支所所員から全面的な協力と支援

を受けた．併せてお礼申し上げる．

1．化　石　産　地

　化石産出地点は，北海道枝幸郡歌登町上徳志別，こと
　　　　　　　　　しびうたん　　びふか
ぶき橋（道道610号，志美宇丹一美深線〉の下流約160

m，徳志別川左岸の河床で，北緯44043’05”，東経1420

36’33”に位置する（第1図）．

　徳志別川はオホーツク海に注ぐ主要河川の1つであ

り，主として新第三紀火山岩類分布地域を流れるため，

全般的に谷幅が狭くその流域には沖積地が少ない．しか

し，化石を産出した上徳志別付近は，新第三系上部の比

較的軟らかい堆積岩類が分布するため，地形が緩やか

で，小規模な盆地状の地形を呈している．河岸には段丘

が発達し，段丘崖や河床には新第三系が良く露出してい

る（第2図）．
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第1図　1）85窺03砂伽産地位置図
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　　　　第2図　化石産出地点の遠景
ことぶき橋から下流方向を望む，図の中央，人のいるところが産出地点

2・化石産出地点付近の地質

徳志別川流域の地質は酒匂ほか（1961）によって明ら

かにされている。ここではそれと筆者らの調査結果を合

わせ，その概略を述べる（第3図，第1表）．

　歌登町上徳志別地域は，目高帯の北方延長部に位置す

る．この地域には先第三紀の目高累層群を基盤とし，こ

れを新第三系が直接不整合に覆って発達している．

　日高累層群は，花闇岩・斑れい岩などの火成岩類に貫

入され熱変成を受けており，これらは上徳志別地域の東

部に北北東一南南西方向の構造をもって分布している．

その西側には，中新統のタチカラウシナイ層と徳志別集

塊岩及び鮮新統の志美宇丹層が，ほぼ南北の走向で西方

に傾斜し，順次分布している1）．タチカラウシナイ層は

砂岩・礫岩・泥岩及び凝灰岩からなり，しばしば亜炭の

薄層を挾んでいる．層相の側方変化が著しく，汽水成～

浅海成相を示す．貝化石を多産し，この貝化石群集は，

北海道で中新世の代表的化石群集とされている厚内一峠

下動物群に類似するといわれている（酒匂ほか，1961）．

徳志別集塊岩は，一部に陸域での火山活動の要素を示す

安山岩溶岩や同質の火砕岩を主とし，凝灰質砂岩を伴

う．概ねタチカラウシナイ層の上位にあるが，下部は同

1）徳志別川流域の新第三系は，下位からオフンタルマナイ層・タチカ

ラウシナイ層・徳志別集塊岩及び志美宇丹層に区分されているが，上

徳志別地域には最下部のオフンタルマナイ層は分布しない．
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第3図　化石産地付近地質図（酒匂ほか，1961を簡略化）

　　　1，2＝段丘堆積物，3：オフン溶岩，4：志美宇丹層，

　　　5：徳志別集塊岩，6：タチカラウシナイ層・7：日高累

　　　層群（ホルンフェルス），8：D65彿o吻，1螂産出地点（A：歌

　　　登標本，B：上徳志別標本）

一529一



地質調査所月報（第32巻第10号）

第1表地質総括表

時代

第

襲

紀

新

完
新世

更

新
世

第

紀

鮮

新

世

卜1

中

新

世

先
第

紀

地　層　名 摘 要

沖　 積　層

崖錐堆積物
及び段丘堆横物

礫・砂・混

　　　　　　ノ．、凝灰質泥岩及び砂岩　　＿

〈』匝暑滝羅茎壷垂雌
志美字丹層

徳志別集塊岩

　　　／

タチカラウシナイ層

普通輝贋・紫蘇輝石安震岩

溶岩及ぴ火山角礫岩／

　　　　／
、／／麗欝龍
　　　及び凝灰岩
　　“厚内一峠下動物群”

オフンタルマナイ層　緑色凝灰岩

日高累層群
湛入岩類

ホルンフェルス・変輝緑岩

花簡岩・斑れい岩

酒匂ほか（1961）を簡略化，一部加筆．

層と一部同時異相の関係にあるとされている　（酒匂ほ

か，1961）。志美宇丹層は，新第三系の最上部層で，下位

のタチカラウシナイ層や徳志別集塊岩を不整合に覆う

が，後者とは一部漸移するところがある．凝灰質泥岩及

び砂岩からなり，滝川一本別動物群に近縁な貝化石を産

し，時代は鮮新世前期とみなされている　（酒匂ほか，

1961）。

第4図に示すように，1）6鋤o吻伽産地付近のタチカラ

ウシナイ層の下部は，亜炭の薄層を伴う汽水成の砂岩・

礫岩・泥岩の互層，上部は炭質物，木片，軽石粒及び貝

化石を含む凝灰質砂岩からなり，下部と上部に貝化石密

集層が挾在している．下位には徳志別集塊岩に属する安

山岩質の溶結凝灰岩が分布し，一部は緑色を呈し変質し

ている．また，上位には下位の溶結凝灰岩とは異質の安

山岩溶岩が認められるが，いずれもタチカラウシナイ層

との直接の関係は確認できない．

今回の1）6鋤05砂加は，下位の化石密集層の直上から産

出した．

秋山・熊野（1973）によって報告された上徳志別標本

の産出地点は，本化石産出地点の南方約300mのところ

で，両地点の地層はほぽ同一の層準にあるものと推定さ

れる．秋山・熊野（1973）は，産出地点の地質柱状図を

示し，上徳志別標本の産出層準を，凝灰質砂岩の下位5

m付近の貝化石密集層の直下としている。今回の化石

は，貝化石密集層の直上から産出し，かつ産出層準の上

位約5m付近には，軽石の細片を多量に伴う凝灰質砂岩

層が発達している．このような岩質の垂直的変化は，上

徳志別標本産出地点の場合と良く符合する（第5図）．し

たがって1）6欄o吻傭が貝化石密集層を挾んで，上下から

産出するという違いはあるが，層序的にみてほぼ同一の

層準から産出したといえる．

木村ほか（1978）も指摘しているように，上徳志別地

域は1）6鋤05砂彪5の多くの個体が小範囲で，しかもほぼ同

じ層準から産出するという点で特異であり，1）6銅03砂伽
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　　　　　　　第4図　化石産地付近のルートマップ

①：歌登標本産出地点，②＝上徳志別標本産出地点，③：安山岩溶結凝灰岩，④：軽石，古期岩の角

礫を含む淘汰の悪い角礫質砂岩・⑤：亜炭薄層を頻繁にはさむ含礫砂岩・⑥：含貝化石砂岩層，⑦：

軽石を含む凝灰質砂岩，⑧：安山岩溶岩

に関する地質学的問題だけでなく，その古生態を解明す

るうえでも興味ある地域である．

3・化石発見の経緯と産状

　1977年9月，筆者の1人山口は枝幸地域の調査を行

い，9月13目に新第三系タチカラ！ンシナイ層の模式地と

いわれる歌登町タチカラウシナイ地域（．ヒ徳志別の東方

約2．5kmのタツカラウシ慧ナイ川流域〉を訪れた．模

式地付近は草地開発などで河川の様子がすっか9変わ

り，全く露頭を確認することができなかった．そ凱で地

層のよく露出している徳志別川ことぶ懸橋付近を踏査し

た（第4図参照〉．橋の上流側左岸河床にはタチヵラゥシ

ナイ層が連続して露嵐している．しかし，そこでは本層

は，炭質物を含む含礫砂岩癒主体とし，これと泥岩との

互層からなり，亜巌の薄層を挾み，海成の要素が認めら

れない．また橋の下流右岸側には，以前貝化眉を奮む砂

岩層が露出していたといわれるが（地元の人の話〉，そ撒

は河床の砂礫に覆われ露頭は認め鄭れない．しかし，さ

らに下流100m付近の左岸側河床には，幅雛擁○鎌，簸畏

約100mに亙って貝化石を多量轍禽む砂岩腰が・南北方商

の走向で，西方に璽解前後の傾斜を示熱て露出してい

る．この砂岩層中の貝化石の密集する部分で，周囲の貝

化石と形の異なる角張った，ひときわ白さの目立つ化石

を発見した．掘り出してみると，これはD63勉傭蜘5臼

歯の2本の咬柱であった．さらに数m離れた下流側か

ら，下顎骨の左側の一部と肋骨の一部とが露出している

のが見出された2）・地元の人の話では，この露頭は以前，

一部を除いて厚い砂礫層に覆われていたが，1975年に砕

石用骨材として砂利を取摯去ったため，広く露出したと

いうことである．山欝は，幸いにもび）ような時期に現

場を踏査する機会紅恵霧れ撫澱o瑠」郷発見という幸運

にめぐりあわせたわけであ愚．

　今回得られた各標本の産出地点の位置関係を第6図に

示した．これらは地層の走陶・傾斜からみて，ほぼ同一

層準に埋没したものと考えられる，、骨化石埋没部分の母

岩は，ほかの部分よ蟄やや硬く，周囲より盛り上がって

お摯化石発兇の手がかりとなった（第7図）．

馨．発掘調査の経過

　骨化石は，前述したように河川の増水によって破損す

る危険性があ蟄，緊急に発掘する必要があった．そこで

鎌ぎ鋤5解欝の研究脅や大型哺乳動物化石の発掘経験者

などの協力をえて，欝η年嚢月下旬に第璽次の発掘が行

われた，しかし，燃の年の発掘は，幾程の制約もあって

2）下顎骨を発見した時は，・醜餓o吻伽と判断できなかったが・臼歯

を露出させた段階でそれが確認された。
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第6図 歌登標本1－7の産出位置図

　（地形原図，山屋・村瀬による）

ArGは第2表の産出地点に対応

霧節懸懸

　　　第7図　化石（歌登標本1）の産状
頭蓋の左側面と上下顎の臼歯が露出している．図の右が前，上が腹側
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頭蓋から胸椎部にかけての発掘にとどまった．石膏とコ

ンクリートで覆って，冬期間そのまま保存した残り部分

は，1978年7月下旬の第2次発掘によって掘り上げられ

た．それらは腰椎から後肢にかけての部分であった．さ

らに，この発掘中新たに別個体の頭蓋・臼歯など数点の

化石が発見され，同時にこれらの採取も行った．’

　4．1第1次発掘調査

　第1次発掘調査は，1977年9月22目から26日の5目間

にわたり，17名が参加して行われた，

　化石包含層は，貝化石・炭化木片・炭質物などを多量

に含む塊状の細粒砂岩で，膠結度が低く，つるはしで容

易に掘りおこせる硬さである．寒た，露頭醜川の流水

面とほぼ同じ水準で，一部が冠水しているが，平坦で広

く，発掘条件に恵窟れていた．このような露頭条件と日

程を考慮し，発掘は主とLて電動さく岩機を用い，っる

はし・たがねを併用uて行った（第慕籔）、

　作業は，先づ発掘個所への河川水の流入を防ぐため土

嚢を並べ，次いで黛×焦5m四方の枠凱水糸を張ッて40

cm間隔のネットをつくり，骨化石の露繊状態を蕉確に

記録した．さらに露出している骨化石の状態か転化石

全体の埋没状態を推定レ，化石の纒没部分を岩塊として

掘りだすことを還標に発掘範囲を決定レた（第§図〉．発

掘は化石研究者の注意深い観察と指示のもとに講擦入

が1組となり，さく岩機による掘さく，排土作業が交替

で行われた。化石に近いところは，つるはし・たがねを

使い，骨化石の有無を確かめながら慎重に作業が進めら

れた．また，水止めはしたものの割目から浸水があった

ため，時折リポンプで排水を行った．

　2目目に最初の化石埋没予想範囲を外れた位置から，

四肢骨の一部を発見し，骨化石が予想以上に広い範囲に

拡がって埋没していることが推測され，発掘全般にっい

て再検討が行われた．しかし，日程の都合上，発掘範囲

を広げることは困難であり，とりあえず頭蓋部分を完全

発掘することを決め，作業を継続した．骨化石埋没部分

の周囲を，深さ約毒恥漁ほどに掘1）下げたと．ころで，

！50×70〉〈60cm大の化看包含岩塊を掘！）おこし，骨化石

（り露出部分が破損しないよう古布団で包み，さらに岩塊

が割れぬよう垂木で補強して札幌へ運搬した（第10図）．

　残り部分には肋骨と構骨の断面が認められ，さらに深

部に骨化署の存在が予測された．そこで次回発掘に備え

て，残勢部分の骨化石の産状を記録し，また，残された

部分の表面を保護するため，和紙・石膏で覆い，さらに

露頭表面が率蟻になるように厚さ狛cmほどのコンクリ

ートを流し，融雪期の増水による破損に備えた．

　第1次発掘は以．ヒのような経過で，全体を発掘するこ

とはできなかったが，頭蓋部分を含む前半身をほぼ完全

な状態で発掘収容することができた．

　轟謙　第窯次発掘調査

　第2次発掘調査は，1978年7月23目から28日までの6

日間の目程で行われた．

第8図化石発堀の現場
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　すでに第1次発掘で掘り出された骨化石のおおまかな

クリーニングが終了し，このD6㈱吻伽がほぼ完全な

状態で埋没されていたことが推定された．第2次発掘で

は未発掘の腰椎部から後肢部分を完全に掘り出すことで

あった．

　第1次発掘の経験から，掘さく能率をあげるため，さ

く岩機を2台とし，さらに必要な機材をそろえて，発掘

が順調に行われるよう準備が進められた．

　発掘第1目目（24日）は先発隊によって現地テントの

設営，土嚢による水止めなどの準備が行われた．

　本格的な発掘は7月25目から始められた．まず，未発

掘部分を保護していたコンクリート，石膏を除去し，骨

灘羅鶏

灘轄
難購甑

　　第9図

　　　　　　　離
　　　　　　　　　懸、

　欝・、

記録のための水糸によるネット 水糸の闇隔は40㎝

贈嚇

第10図　古布団で包まれた化石（歌登標本1の前半身）を含む岩塊
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北海道歌登町産Z）6辮o吻伽の発掘と復元（山口ほか7名）

化石が第1次発掘時とほぼ同じ状態で保存されているこ

とを確認した．次いで，前年発掘した骨化石の産状模

型3）を使用して，第1次発掘前の埋没状態を復元し，未

発掘部分が埋没している場所を推定し，発掘範囲を決定

した．

作業は第1次発掘と同じ要領で行い，化石包含部分を

岩塊で取り出せるよう，化石埋没部分の周りを深く掘り

下げた．さく岩機を2台に増やしたことから作業能率が

あがり，2目間で掘り出し可能なところまで掘さくする

ことができた．また，母岩中から多産する貝化石の収集

も同時に行い，掘さくされた岩屑のなかから数100点に

のぼる保存の良いものを採取した．

一方，作業の進行と並行して，発掘参加者による周辺

地域の地層観察が行われた．その過程で，後山穂積・田

中　実両教諭によって第6図に示したC・E・F・G・地

点から，別個体の頭蓋や大腿骨など，新たな骨化石が発

見された．これらの骨化石のうち，頭蓋化石はかなりの

大きさのものと推定されたので，本体化石と同様に岩塊

で掘り出すこととし，3目目に発掘班が編成され，掘さ

くが行われた．

掘さく作業はいずれも順調に進み，発掘4日目　（7月

28目）には，第1次発掘の残存部分と新発見の頭蓋とも

岩塊として掘り出すことに成功した．岩塊の大きさは，

第1次発掘の残り部分がおよそ150×100×60cm，別個体

の頭蓋包含部が70×70×60cmで，いずれも相当の重量

であった．運搬過程での破損を防ぐため古布団で包み，

さらに垂木で補強し，ショベルローダーで吊り上げてト

ラックに積み込み札幌まで輸送した．

第2次発掘は研究者・教師・学生など総勢34名で行わ

れた．

第1次及び第2次発掘は，いずれも短期間であった

が，天候に恵まれたことと相まって，大型化石の発掘経

験者が多数参加し，その経験が生かされたこと及び地元

からの全面的な協力によって，作業は予想以上に順調に

進行した．

なお，参考までに発掘に使用した主な機械・器具を列

記する．

①　電動さく岩機　　　　　②　発電機

③排水ポンプ　　　④つるはし
⑤　けん先スコップ　　　　⑥　角スコップ

⑦　平たがね　　　　　　⑧丸たがね

⑨　金てこ　　　　　　　⑩　刷毛

また，発掘のため特に用意した消耗品は，

①速乾性石膏

③ボロ綿

⑤垂木
などである．

②　補強用樹脂

④古布団

⑥セメント

5・発掘の成果と骨化石の概要

第1次及び第2次発掘により得られた骨化石は第2表

のとおりで，それぞれ歌登標本1－7と呼ぶことにする4）．

これらの骨化石の産出位置関係は第6図に示した（Plate

1－Pl＆te3）．

また，このほかに多数の貝化石と化石包含層の岩塊標

本を採取した．骨化石のうち歌登標本1の1体分の全骨

格には，ほぼ全身の骨が含まれている．

現時点で同定された骨は第3表のとおりであり，今後

の進展によって尾椎，足根骨，趾骨に同定される骨の点

数が明瞭となるであろう．すでに欠損が明らかな部位

は，胸骨の大半，左前肢の手根骨及び指骨，右前肢の第

2までの中手骨及び大半の指骨，左膝蓋骨及び左右の趾

骨の大部分である．したがって，歌登標本1では，およ

第2表　第1次及び第2次発掘の骨化石

産出
地点

A
B
C
D
E
F
G

標本名
歌登標本　1

　〃　　2
　〃　　3
　〃　　4
　〃　　5
　〃　　6
　〃　　7

部 位

全身骨格1体分
臼歯の一部（2本の咬柱）

頭蓋と後肢骨

磨耗した1本の咬柱

切歯2本

大腿骨1本
尺骨1本

第3表　歌登標本1，全身骨格の産出部位

頭蓋（舌骨共）

頸

胸

腰

仙

尾

肋

胸

椎

椎

椎

骨

椎

骨

骨

1
7

13

4
1
？

26

？

肩甲骨
上一腕骨

尺　　骨
椀　　骨

手根骨
中手骨
指　　骨
寛　　骨

2
2
2
2
4
3
5
2

大腿骨
膝蓋骨
脛　　骨
腓　　骨

足根骨
中足骨
趾　　骨

　2

　1

　2

　2

12？

　8

？

3）　第1次発掘で掘り出した骨化石のクリーニング作業が，ほぽ終った

ところで産状を保存するため，プラスチック樹脂で産状模型を作成し

た．

4）骨化石は第6図に示すように5地点から産出している．歌登標本3

は頭蓋のほか肋骨と後肢骨の一部を含み，また，歌登標本5は2本の

切歯である．これらがおのおの同一個体かあるいは別個体のものであ

るかは明らかでないが，取りあえず同一個体と見なし，それぞれ歌登

標本3及び5として取り扱かった．
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そ7割の骨が保存されていることになる．

　歌登標本1の特徴は，1）65勉o吻傭としては全体として

小型で，頭尾長は約170cmにすぎず，頭部が比較的大

きいことである。それは，この個体がまだ成獣となって

いないためで，このことは第1大臼歯が機能中である

点，仙骨の横線や肢骨の骨端線が，まだ開いているなど

の点により判定される．したがって，体が小さい割に，

成長の早い頭部が大きく見えることになっている．

　5。1整形（クリーニング）作業

　発掘参加者の一部と新たに北海道支所から加わった数

名で，3－4名の班を編成し，各班が交替でクリーニング

にあたった．この作業に際しては，骨化石の産状の正確

な記録をとり，骨化石を損傷しないよう細心の注意をは

らった．

　骨化石の産状スケッチは，L5×2・Omの木枠に水糸を

15cm間隔に張り，ネットを作って投影法により，骨化

石の配置を記録した．、また，クリーニングの進行に合わ

せて，そのつど写真を撮り，産状の記録とした．整形過

程で損傷分離した骨化石は，小さな破片でも復元可能な

ものは直ちに接着し，不可能なものは，分離した位置を

正確に記録して別に保存した．

　クリーニングは，骨化石の露出部分を追跡し，徐々に

拡大していく要領で骨化石と母岩を分離した．一部に組

織が脆弱で損傷しやすく，分離しにくいところもあった

が，全体として骨化石の保存状態は良好で，分離作業は

比較的容易であった．脆弱な部分には，シアノアクリレ

ート系の合成樹脂（Cyanobond　ss）を注入補強して，で

きるだけ損傷を防いだ。クリーニングにはデンタルマシ

ン・ノッキングツールなどの電動機のほか，小型のハン

マー・たがねを使用した．電動機類よりは数種類の丸た

がねとハンマーによる作業のほうがはるかに能率的であ

り，かつ細部のクリーニングに効果的であった．

　第1次発掘で得られた岩塊のクリーニングは1978年1

月から開始された．表側（D6鍛傭蜘5は左腹側面を上

に埋没していた）のクリーニングは，2月末には前半身

の骨の配置がほぼ確認できるところまで進み，そこで産

状模型を作成した．そしてさらに，クリーニング可能な

ところまで作業を進めたうえで反転し，裏側（右背側面）

のクリーニングを行った．作業は7月下旬にほぼ終り，

胸椎及び頸椎がほぼ完全に近い状態で保存されているこ

とが判明し，未発掘の骨化石の部位を予測することがで

きた．

　第2次発掘で得られた岩塊のクリーニングは，1978年

8月上旬から始められ，第1次発掘分の産状記録を参考

にして，骨化石の埋没している部分を予測しながら作業

が進められた．そして12月末までに肋骨の残部，腰椎，

寛骨，後肢骨などの存在を確認し，骨化石の産状を記録

して，北海道支所でのクリーニングを終了した．

　復元のため東京に移された化石標本は，骨化石の部位

別に分離のため1979年7月末から12月上旬までクリーニ

ング作業が行われた．この結果，第1次発掘分の全ての

骨と，第2次発掘分のうち，右肋骨の残部及び右前肢骨

の計約70点をとり出し，これらをもとに展示標本のレプ

リカを作成した．そのごさらにクリーニング作業が続け

られ，第2次発掘分の骨化石の分離をほぽ終了した．

　第1次及び第2次発掘の骨化石の産状をPlate1に示

した．Plateからも分るように，歌登標本1は，骨格がほ

ぼ完全にそろった状態で保存されており，死後あまり移

動することもなく埋没，化石化したものといえよう。

　5・2産状模型の作成

　骨化石は，復元と今後の研究のため，個々の骨に分離

する必要がある．そこで産状を正確に記録しておくた

め，前半身の表側（埋没時の上面）の産状模型を作成し
た5）。

　作業は，1）雌型を作る枠作り，2）雌型作成，3）雄型

　（模型の原型）作成，4）雄型に着色，の順序で行われ

た．

　大型化石の模型作りは初めてで，方法に多少の間題も

あるが，参考までに雌型と雄型の製作工程を次に述べ

る．

　雌型は，骨化石に離型剤塗布→シリコンラバーを5回

塗布，中問に補強材（グラスファイバーなど）を挾む→

シリコンラバー塗布後，表面の凹凸を粘土で埋め滑らか

にする→石膏を塗布→硬化したところで骨化石から剥

離，雌型完成。

　作業は，シリコンラバーが流動性に富むため，雌型の

厚さを平均化することに困難があった．

　雄型は，雌型に離型済塗布→ポリエステル樹脂を4回

塗布，中問に補強材（グラスファイバーなど）を挾む→

硬化後雌型から剥離の手順で完成した．

　ポリエステル樹脂は増量剤（タルクもしくは砥の粉）

に着色顔料を加えて必要な粘性と色調に調合，さらに触

媒（スチレンモノマー），1％，硬化剤（パーメックN），

1％，硬化促進剤としてナフテン酸コバルト（室温20℃

以下の時適宜加える）を加え，雌型に平均した厚味にな

るよう塗布する．この場合，樹脂の硬化速度が，室温の

変化と硬化促進剤の添加量によって微妙に変化するた

め，1回の塗布に要する時間（今回は10－15分）と硬化速

5）第i次及び第2次発掘の骨化石を接合した全体の産状模型も別に作
成された．
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北海道歌登町産P8鋤o吻，伽の発掘と復元（山口ほか7名）

度が適合するよう調合に苦心がはらわれた．

6．化石の復元

東京に移送された骨化石は，地質標本館の完成に合わ

せ，緊急にクリーニングと組立てが行われた．しかし，

時間的な制約があって，後肢は仮組立がなされていう。

　復元の手順は型どおりで，クリーニングされた部位

は，ポリエステル樹脂で模型を作成し，鉄芯を支柱とし

て支えてある。欠損及び未剖出部位は，真鍮板を加工し

て模型的に組立ててある．

　デスモスチルス類の復元は，従来国内・国外で数多く

試みられてきた．しかし，それらの骨格や生態の復元は

研究者によって異なり，同じ動物とは思えないほど変化

に富んでいる．今回の復元構想は，筆者の1人犬塚が，

1975年から行っているD65窺05」蜘5痂7の21ぎ5の気屯標本6）

（北海道大学所蔵）の研究に基づくものであり，従来の

いずれのものともかなり異なっている（第11図）．

　とくに著しい相違点は，体肢のつき方で，それは一般

の哺乳類とは異なり，爬虫類ないしは両生類に似てい

る．

　この姿勢の復元は，骨学及び筋学的根拠に基づいてい

るが，このような解剖学の骨格復元への応用は，本邦で

は初の試みである．この方法により，これまで謎とされ

ていた，奇妙な形状の胸骨をはじめ，多くの骨の形態が

6）　この標本は長尾　巧博士によって行われた日本で初めての骨格復元

である（長尾，1941）．

機能的に合理的に説明できることになった．

　なお，各々の骨の記載及び復元の解剖学的根拠等にっ

いては，別稿で詳述する．

7．まとめと今後の課題

歌登町上徳志別で発見されたD6鋤05妙1π5は，1977年

と1978年の2回にわたる発掘調査により，ほぼ全身骨格

のそろった骨化石，頭蓋，切歯など7点の化石が得ら

れ，これらはそれぞれ歌登標本1－7と命名された．

　ほぼ全身のそろった歌登標本1は，骨格復元がなさ

れ，産状模型とともに地質調査所の地質標本館に展示さ

れている．ただし，復元は未完成である．今回の復元

は，気屯標本から得られた情報に基づいている．しか

し，歌登標本1と気屯標本の間には，幼体と成体という

年令的な隔たりがある．この差をうめて，正確なる復元

をするには，個々の骨を記載し，歌登標本1の特徴を把

握することが不可欠である．幸い標本自体には，後半身

部分もほぼそろっており，今後早急に骨格の完全な復元

をしなければならない．

　歌登標本の研究が進展し，これと瑞浪標本や気屯標本

との比較検討が十分なされれば，D6鋤鰯蜘5の形態上の

問題はかなり解かれることになろう．とくに，成長に伴

う形態変化については大いに期待がもてる．

　また，骨の保存がよいので，骨学的検討にも耐えるも

のと思われ，姿勢や歩行・遊泳等の運動機能に関する古

生態復元にも寄与できるであろう．

鮒麗

　　　　　　　　　　第11図　復元されたD6遡o吻」郷
　　　　　　　　　　　地質調査所標本館に展示されている
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　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報（第32巻第10号）

　さらに，上徳志別地域からは，上徳志別標本を始め，　　久保和也＊＊・山口昇一（以上地質調査所）．

今回発掘された歌登標本など，数多くの1）6鋤o吻1郷が

発見されている．しかもこれらは特定の層準に集中して

見出される．

　したがって化石包含層のタチカラウシナイ層の堆積環

境や，同層に含まれる貝化石及び微化石を検討すること

により，1）65窺鰯蜘5の生息した古環境を解明することも

できよう．

　上記の課題が，今後多くの研究者によって取りあげら

れ，究明されることが，この発掘調査をより有意義なも

のにすると考えられる．最後に，この発掘調査にご理解

を示され，参加協力いただいた方々の氏名を記してお
く．

　　　　発掘調査・整形作業参加者名簿

　松井　愈・秋山雅彦・熊野純男。君波和雄。木村　学

・紺谷吉弘＊＊・間庭　賢＊＊。新貝宏子＊＊（以上北海道大

学理学部），犬塚則久（東京大学医学部），松沢逸巳（北星

女子短期大学），小坂利幸（札幌西高校），木村方一・佐

藤博明＊・古沢　仁・及川強志。飯塚良一・田中哲男。

大室道男・是永修克・川股則雄。本間達志・前田寿嗣・

内田徹・布施隆久（以上北海道教育大学札幌分校），小

栗　宏＊・横沢　慧＊（歌登町役場），田中　実＊（帯広愛国

小学校），笹島征士郎＊（札幌西野小学校），後山穂積＊（遠

軽中学校），大槻日出男＊（遠軽高校），佐竹誠正＊（帯広光

南小学校），勝山敬子＊（歌登本幌別中学校），三枝春生＊＊

（埼玉大学），間島信男＊＊（日本大学），利根川知津子＊＊

（和洋女子短期大学），神戸信和＊・石田正夫。根本隆文

・谷津良太郎・渡辺真治＊＊・木村　亨＊＊・佐川　昭＊＊・

　　　　　　引　用　文献
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　　北海道開発庁。46p・
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＊発掘調査のみ参加

＊＊整形作業のみ参加

参加者の所属機関は発掘当時のものである．

（受付1隻981年3，月25目3受理1981年6月22日）
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歌登標本1の前半身部分の産状

歌登標本1の後半身部分の産状

（aとbは接合部）



Platc2

1

2

3

4

歌登標本5　下顎切歯　1対

A　右下顎切歯　唇側面観

B　　　〃　　　遠心面観

C　左下顎切歯　唇側面観

D　　　〃　　遠心面観
歌登標本4　右上顎第1大臼歯　遠心咬柱

A　近心面観

B　頬側面観

歌登標本2　右下顎第2大臼歯　近心咬柱

A　咬合面観

B　舌側面観

C　頼側面観

D　遠心面観

E　近心面観

歌登標本3　別個体の頭蓋及び後肢骨（左上） と肋骨の一部（右下）
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Plate3

1　歌登標本7

　　A　前　面

　　B　後　面

　　C　外側面

2　歌登標本6

　　A　前　面

　　B　後　面

右尺骨の近位部

右大腿骨
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